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FAQ 

よくある質問と回答 

FAQ 7.3 | ジオエンジニアリングは気候変動に対抗できるか？副作用はどうなのか？  
 
 
ジオエンジニアリング（気候工学とも呼ばれる）は、気候変動の影響を緩和するために気候システムを意図的

に改変する幅広い手法や技術と定義されている。一般にジオエンジニアリング手法は 2 つのカテゴリーに分け
て考えられる。「太陽放射管理」（SRM、第7.7 節で評価）は地球の反射率を高めることで人為起源の温室効果ガ
スによる温暖化を相殺することを目指し、「二酸化炭素除去」（CDR、第 6.5 節で評価）は大気中二酸化炭素濃度
の低減を目指している。この二つのカテゴリーは異なる物理的原理に基づき、異なる時間スケールで実施され
る。モデルでは、SRM 手法が実現されれば、気温上昇の対策に効果があり、その他いくつかの気候変動の対策
にも程度は下がるがなお効果的であることを示唆している。SRM は気候変動の全ての影響に対応するわけで
はないかも知れず、加えて提案されているジオエンジニアリング手法の全てにはリスクと副作用が伴う。SRM と
CDRはともに科学的理解の水準が低いため、これ以上の結果はまだ予想できない。さらにまた、ジオエンジニア
リングに関しては本報告書の範囲を超えた様々な（政治、倫理、実践上の）問題点もある。 
 
二酸化炭素除去手法 
 
CDR 手法は、炭素循環過程を意図的に改変することによって、あるいは工業的（例えば化学的）手法によっ

て、大気中から二酸化炭素を除去することを目指している。そして大気中から抜き出された炭素は、陸域、海

洋、あるいは地質の貯蔵庫に貯留されるだろう。CDR 手法の中には、大規模な植林／再植林、バイオ炭によ

る土壌への炭素隔離、炭素回収・貯留を伴うバイオエネルギー（BECCS）、海洋肥沃化などの生物学的過程に

よるものもある。その他の CDR としては、陸域や海洋におけるケイ酸塩と炭酸塩岩の風化の促進などのよう

に、地質学的過程によるものもある（FAQ 7.3 図 1 を参照）。このようにして大気中から取り除かれた二酸化炭

素は、陸域貯蔵庫に有機的形態で貯蔵されるか、海洋や地質の貯蔵庫に無機形態で貯蔵されるが、CDR が

効果を発揮するためには、そこで少なくとも数百年間貯蔵されなければならないだろう。（次ページに続く） 
 

 
 
FAQ 7.3 図 1 | 提案されている主なジオエンジニアリング手法の概観。二酸化炭素除去手法（詳細は第 6.5 節を参照）：（A）栄

養を海洋に追加すること（海洋肥沃化）によって、海洋表層における海洋生産性を高め、結果的に得られた生物起源炭素の一部

を下方に運ぶ。（B）土壌鉱物のアルカリ度を海洋に追加することによって、より多くの大気中二酸化炭素を海洋に溶解する。（C）

ケイ酸塩岩の風化速度を促進し、溶存炭酸塩鉱物を海洋に運ぶ。（D）大気中二酸化炭素を化学的に回収し、地下又は海洋のど

ちらかに貯留する。（E）バイオマスを発電所で燃焼して炭素を回収し、回収された二酸化炭素を地下又は海洋のどちらかに貯留

する。 （F）新規植林及び再植林を通じて二酸化炭素を回収し、陸域生態系に貯留する。 太陽放射管理手法（詳細は第 7.7 節を

参照）：（G）太陽放射を反射するために宇宙空間に反射体を配置する。（H）エーロゾルを成層圏に注入する。（I）反射率を上げる

ために海上雲に凝結核をまく。（J）海洋表層でマイクロバブルを生成し海面の反射率を上げる。（K）反射率の高い作物をより多く

栽培する。（L）屋根などの建造物を白くする。 




